
                平成２９年８月２２日 

緊急要請！！          理事長  安齋精児 

加盟員の減少を止め、増加に転じるために 
 先日、日本連盟より１００周年に向け加盟員増加の取り組みの資料が送付さ

れてきました。下記に示すように福島県の過去数年の登録状況を調べると、危

機的状況が理解できると思います。このまま手をこまねいていれば最悪の状況

が予想されます。９月から加盟員拡大月間が始まります、各団におきましては

さらなる真剣な取り組みをお願いいたします。 
 
＜福島連盟スカウト新規加盟者数年次推移＞   (単位  人) 
年   度 スカウト 指導者 合 計  
平成２３年 ７４ １９ ９３ 

２４ ７６ １０ ８６ 
２５ ７８ ２２ １００ 
２６ ５４ ７ ６１ 
２７ ５７ １４ ７１ 
２８ ６４ ９ ７３ 

２９(７月) ５４ １４ ６８ 
 
＜非継続者数年次推移＞ 
年   度 スカウト  指導者 合 計 
平成２３年   －２５２ 

２４   －２６５ 
２５   －１７２ 
２６   －１４４ 
２７   －１２４ 
２８   －１０６ 

２９(７月) ８７ ２５ －１１２ 
 
 スカウト運動は長い歴史を持ち、世界的に展開されていることはご承知のこ

とと思いますが、なぜ近年日本においては低迷してきたのか、運動に携わって

きた私たち指導者は真摯に受け止め、この素晴らしい青少年教育運動を発展さ

せなければならない責務があると考えます。 
 日本連盟には７月開催の福島県連盟第２回理事会での討議の結果次のような



５か年計画を提出いたしました。３年間は退団者の減少に真摯に取り組む、そ

の後加盟員の増加に転ずるよう努力する計画です。毎年多くはありませんが新

規登録者はおります。退団者を減らせれば、差し引きで現状でも増加に転じる

のです。さらに、加盟員の勧誘運動で新規加盟員が増加すれば、トータルで増

員を実現することができます。 
  
 退団者を減らすにはどうした取り組みが必要になるでしょうか。まず、スカ

ウト運動の本質を保護者の皆様に理解していただく取り組みが必要でしょう。

スカウト運動はどんな仕組みで、どんな方法で青少年を教育していくのかを理

解していただくのです。スカウト運動は「ちかい」と「おきて」を柱にした運

動で、野外を教場とする自然から学ぶ実践体験型教育であり、面白いことや楽

しいことばかりをする団体ではありません。他の人々の役に立つことのでき、

リーダーシップが取れるようになる社会人に成長させていくための組織であり、

そのような教育の仕組みや活動の指針が体系的に確立されており、指導者はそ

れを理解し共感してボランティアとしてスカウトを指導しているのです。  
 現在の青少年を取りまく環境は昔とは大分変化しており、学校、クラブ、習

い事、電子環境(携帯電話やＰＣゲームなど) 多くの情報に溢れ、選択肢は多く

迷ってしまうほどです。その中でスカウト運動を選んでもらうには、かなりの

努力が必要です。スカウト運動が面白くなければスカウトは集まらないでしょ

う。「楽しいと面白い」は違うのです。面白いの中には、楽しいこともあり、苦

しいことや辛いこともあり、努力することや仲間と協働する経験、冒険など多

くの要素があります。それは、スカウト運動の基本理念や方法を適切に運用実

施すれば可能なのです。 
正しいスカウト運動の実践がこの難局を切り抜ける最大の武器なのです。 
 残念ながら、スカウト数の減少は正しいスカウト運動を行える状況に弊害を

与えております。具体的には正しい班活動が行えない、異年齢の体験が減少し

ているなど、しかしこれを挽回するには近隣団や友団と協働する場面なども考

慮し工夫した活動を計画するしかありません。このままではマイナスのスパイ

ラルがおこり、運動そのものに危機的状況を増大させてしまいます。 
それぞれの指導者が、それぞれの任務に最善を尽くしこの課題を克服してい

くしかありません。ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
 

日本連盟に提出した「日本連盟創立１００周年までの加盟登録人口目標数」の

回答です。 
 今後５年間の当連盟の加盟登録人口は、現時点で次のとおり目標として見込

んでいます。 



 
 


